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包材課題一覧
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包材課題

※事業者ヒアリング結果に基づき作成

No. 使用品目 事業者名 事業者の課題認識対象 概要 対象地域
輸入品への使用
制限の有無

１ 飲料 飲料メーカーA リサイクルペットボトル
インドネシアでリサイクルペットボトルに関
する規制が強化されている

インドネシア 有
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包材課題

※事業者ヒアリング結果に基づき作成

No. 使用品目 事業者名 事業者の課題認識対象 概要 対象地域
輸入品への使用
制限の有無

１ 飲料 飲料メーカーB リサイクルペットボトル
台湾ではリサイクルペットボトルを使用で
きず、将来的に缶しか輸出できなくなると
考えている

台湾 有
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包材課題

※事業者ヒアリング結果に基づき作成

No. 使用品目 事業者名 事業者の課題認識対象 概要 対象地域
輸入品への使用
制限の有無

１ 飲料 飲料メーカーC プラスチック包材
包材の材料について国により基準が異な
る。今後さらなる規制の強化が進むと考
えられる

複数 有
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包材課題

※事業者ヒアリング結果に基づき作成

No. 使用品目 事業者名 事業者の課題認識対象 概要 対象地域
輸入品への使用
制限の有無

１ 味噌 味噌メーカーD プラスチック包材
プラスチック規制について国内基準と輸
出基準が合致していない

EU 有
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包材課題

※事業者ヒアリング結果に基づき作成

No. 使用品目 事業者名 事業者の課題認識対象 概要 対象地域
輸入品への使用
制限の有無

１ 味噌 味噌メーカーE フィルム
規制に即したフィルム製造の設備投資を
支援しなければEU向け輸出が途絶える

EU 有
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包材課題

※事業者ヒアリング結果に基づき作成

No. 使用品目 事業者名 事業者の課題認識対象 概要 対象地域
輸入品への使用
制限の有無

１ 調味料 調味料メーカーF 包材の原料となる化学物質
カリフォルニア州のプロポジション65では
多くの化学物質がリスト化、規制されて
いる

米国 有



©Accenture 2022. All Rights Reserved. 8

包材課題

※事業者ヒアリング結果に基づき作成

No. 使用品目 事業者名 事業者の課題認識対象 概要 対象地域
輸入品への使用
制限の有無

１ 即席麺 即席麺メーカーG クラフト紙
EUでは規制された成分が溶出しないこ
とを証明する成分分析を実施する必要
があり対応できるメーカーが少ない

EU 有


